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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年8月29日(2013.8.29)

【公表番号】特表2013-506750(P2013-506750A)
【公表日】平成25年2月28日(2013.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-010
【出願番号】特願2012-533216(P2012-533216)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 183/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/08     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  41/84     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ 183/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/08    　　　　
   Ｂ０５Ｄ   7/24    ３０２Ｌ
   Ｂ０５Ｄ   7/24    ３０２Ｙ
   Ｃ０４Ｂ  41/84    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月8日(2013.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーティング組成物であって、
　ａ）シルセスキオキサンハードコート樹脂成分と、
　ｂ）下式のペルフルオロポリエーテルシランと、を含み、
　Ｒｆ－［－Ｒ１－Ｓｉ（Ｙ）３－ｘ（Ｒ２）ｘ］ｙ（Ｉ）
　式中、
　Ｒｆは、一価又は二価のペルフルオロポリエーテル基であり、
　Ｒ１は、式－Ｒ４－Ｑ－Ｒ５－のものであり、式中、Ｒ４及びＲ５は、それぞれ独立し
て、共有結合、－Ｏ－、又は二価アルキレン若しくはアリーレン基、又はこれらの組み合
わせであり、前記アルキレン基は場合により１個以上のカテナリー酸素原子を含有し、Ｑ
は、－ＣＯ２－、－ＳＯ３－、－ＣＯＮＲ６－、－Ｏ－、－Ｓ－、共有結合、－ＳＯ２Ｎ
Ｒ６－又は－ＮＲ６－であり、式中、Ｒ６は、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルであり、
　Ｒ２は低級アルキル基であり、
　Ｙは加水分解性基であり、
　ｘは０又は１であり、ｙは１又は２である、コーティング組成物。
【請求項２】
　Ｒｆが、
　－（ＣｎＦ２ｎ）－、－（ＣｎＦ２ｎＯ）－、－（ＣＦ（Ｚ）Ｏ）－、－（ＣＦ（Ｚ）
ＣｎＦ２ｎＯ）－、－（ＣｎＦ２ｎＣＦ（Ｚ）Ｏ）－、－（ＣＦ２ＣＦ（Ｚ）Ｏ）－、及
びこれらの組み合わせからなる群から選択されるペルフルオロ化繰り返し単位を含むペル
フルオロポリエーテル基であり、式中、ｎは１～６であり、Ｚはペルフルオロアルキル基
、ペルフルオロアルコキシ基又はペルフルオロエーテル基である、請求項１に記載のコー
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ティング組成物。
【請求項３】
　Ｒｆが一価ペルフルオロポリエーテル基である、請求項１に記載のコーティング組成物
。
【請求項４】
　前記シルセスキオキサンハードコート樹脂成分が、シルセスキオキサンとシリカナノ粒
子の共縮合体であり、前記シルセスキオキサンが、一般式：
【化１】

　のものであり、式中、
　各Ｒ１１は、個別にＨ、Ｃ１～Ｃ４のアルキル、又はアルカリ金属カチオン及びアルカ
リ土類金属カチオン又はアンモニウムカチオンであり、
　各Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ４アルキルであり、
　ｚは２～１００であり、
　ｘ及びｙはゼロであってもよく、
　ｚは、ｘ＋ｙよりも大きく、
　ｘ＋ｙ＋ｚは２～１００である、請求項１に記載のコーティング組成物。
【請求項５】
　前記ナノ粒子シリカの平均粒径が１００ｎｍ以下である、請求項４に記載のコーティン
グ組成物。
【請求項６】
　前記反応生成物の調製におけるペルフルオロポリエーテルシラン化合物（Ａ）とシルセ
スキオキサンハードコート樹脂成分（Ｂ）の重量比が、１：１０～１：１００である、請
求項１に記載のコーティング組成物。
【請求項７】
　１．基材を用意する工程と、
　２．基材を請求項１に記載のコーティング組成物に接触させる工程と、
　３．硬化させる工程と、を含む、基材のコーティング方法。
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